
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次 島原市食育推進計画 

本計画は、「食」を通して、家庭・地域・学校・行政・その他の関係機関がつながり、子ども

から高齢者まですべての市民が健全な食生活を自ら実践し、生涯にわたって生き生きと生活でき

る豊かな暮らしを実現することにより、健康寿命の延伸及び生活の質の向上を図ることを目的に

令和 2 年 3 月に策定しました。令和 4 年度は計画期間（令和 2 年度～令和 6 年度）の中間年度

となることから、本計画の進捗状況を確認し、計画の中間評価・見直しを行いました。 

 概 要 版 

～中間評価・見直し～ 

食育とは、様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができる力を育むことです。 
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① 島原市の目指す食育の推進 

本市の豊かな自然の恵みを生かしながら、市民の心身の健康増進に寄与する食生活の実現を目指し、

また、「食」を通じた人々の交流、地域振興により、市民が元気に、地域がより活性化して、楽しく暮ら

せることを目指し「豊かな自然の恵みを生かす、元気で楽しい食のまち、しまばら」を基本理念に掲げ、

食育の推進を図ります。 

また、基本理念の実現に向け、「しまばらぐぞうに」を頭文字とした８つの基本方針のもと「新たな日

常」に対応した８つの基本施策を展開し、食育を推進します。 

 

 

 

基本理念 基本方針 基本施策  具体的な取り組み 

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
生
か
す
、
元
気
で
楽
し
い
食
の
ま
ち
、
し
ま
ば
ら 

○し 生涯食育社会の構築  施策 1  

地域・学校・行政・その他の

関係機関における食育の推進 

▶ 

◆食育の普及啓発 

◆食育に関するイベントや講座の 

開催 

◆食育推進の体制整備 

○ま 孫に伝えよう！ 
郷土の料理、家庭の味 

 施策２  

郷土料理や地域の食文化の 

継承 

▶ 

◆郷土料理教室の開催 

◆給食等における郷土料理の提供 

◆地域間交流の促進 

○ば バランスの良い食事

で生活習慣病予防 
 施策 3  

生活習慣病予防のための 

食育の推進 
▶ 

◆生活習慣病予防の知識の普及・啓発 

◆小児期からの肥満予防対策の推進 

◆朝食摂取率の向上 

◆歯周疾患の予防 

○ら ライフステージや 

ライフスタイルに 

応じた食育の推進 

 施策 4  

ライフステージやライフスタ

イルに応じた食育の推進 
▶ 

◆家庭（個人）での食育の推進 

◆地域・学校・行政・その他の関係 

機関における取り組み支援 

○ぐ ぐるりとつなぐ「食育

の環」生産から食卓ま

での一貫した食育体

験活動の充実 

 施策 5  

食の循環や環境に配慮した 

食育の推進 ▶ 

 

◆食育体験活動の機会提供 

◆「食品ロス」削減に向けた啓発 

○ぞ 増幅しよう食の 

安全・安心への意識 
 施策 6  

食の安全・安心のための 

食育の推進 

▶ 

◆食の安全・安心に関する情報の提供 

◆食中毒予防の行動実践の啓発及び

情報提供 

○う 海の幸、山の幸、しま

ばらの食を広めよう 

 施策 7  

生産者と消費者の交流の促進

と地産地消の推進 

▶ 

◆生産者と消費者の交流機会の提供 

◆地産地消の推進 

○に にっこりと食卓を 

囲んで家庭の団らん 
 施策８  

共食の推進 

 

 

  

▶ 

 

  

◆家庭での共食の推進 

◆地域における共食機会の提供 

 「新たな日常」に対応した食育の推進 
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13.2%

2.4%

18.0%

策定時 現状値 目標値

11.3%
8.2%

58.6%
74.9%

63.9%

0.6% 0.6%

46.2%
69.5%

44.3%

0.5%

3.8%
7.5%

12.6%
6.3%

具
雑
煮

六
兵
衛

ガ
ン
バ
の
湯
引
き

が
ね
だ
き

い
ぎ
り
す

〈下記の郷土料理を知らない人〉

小学生 中学生 市民

② 食育の現状 

市民の食育に関する意識や食生活の状況を把握するため、15~84 歳の市民 4,000 人及び小学５年生と中

学２年生を対象に令和元年と令和 4 年に食育に関する意識調査を実施しました。また、学校・保育所・認定

こども園を対象に食育の推進に関する状況調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆食育の取り組み活動に参加しましょう 
・食育イベントへや栄養教室等の健康講座への参加 
・家庭で郷土料理を作る、若い世代への郷土料理の継承 
・農漁業体験、地産地消の実践 
・家族や友人、地域の人と一緒に食事  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆家庭で郷土料理を作ったり、地域の食文化を知りましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 1 地域・学校・行政・その他の関係機関における食育の推進 

74.9% 73.3%

90.0%

策定時 現状値 目標値

〈食育に関心のある人〉

施策 2 郷土料理や地域の食文化の継承 

75.1% 75.7%

80.0%

策定時 現状値 目標値

〈家庭で郷土料理を作る人〉

具雑煮 六兵衛 ガンバの 
湯引き 

がねだき いぎりす 

〈中間評価〉 

食育に関心のある人は

策定時よりやや減少して

いました。 

また、食育の取組に参加

する人は策定時より大幅

に減少していました。 

 

〈中間評価〉 

家庭で郷土料理を作る人は策定時よりやや増加していましたが、目標にはまだまだ届かない状況です。 

また、郷土料理によって食経験に差がある状況です。 

〈島原具雑煮〉 
十数種類の具を
用いたうまみた
っぷりの雑煮 

〈六兵衛〉 
さつまいもから
作った粉をうど
ん状にし、つゆ
にいれた料理 

〈いぎりす〉 
いぎす草を煮
溶かしたもの
に炒めたり煮
たりした具材
を加えて冷や
し固めた料理 

〈がねだき〉 
ふぐを煮付けた料
理。料理中、鍋の中
で ブクブクと泡立
つ様子が、カニが泡
を吹く姿に似ている
ことから「がねだ
き」と名付けられた 

〈寒ざらし〉 
原料のもち米を
大寒の日に水に
さらすことから
「寒ざらし」と
呼ばれている 

〈食育の取り組み活動に参加する人〉 

毎年 6 月は「食育月間」 

毎月 19 日は「食育の日」 

以上 以上 

以上 
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90.4%
88.9%

95.0%

策定時 現状値 目標値

小学生

88.4%
85.8%

95.0%

策定時 現状値 目標値

中学生

84.0%
81.2%

90.0%

策定時 現状値 目標値

市民

朝ごはんを食べる習慣ができた人 

 

栄養のバランスを考えて 

食べましょう！ 

 

 

 

主食・主菜・副菜をそろえた食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 3 生活習慣病予防のための食育の推進 

施策 4 ライフステージやライフスタイルに応じた食育の推進 

65.0%

92.8%
75.0%

策定時 現状値 目標値

〈朝食を毎日食べる人〉 

〈中間評価〉 

生活習慣病予防のための行動を実践している人は策定時より増加し、目標値を達成している状況です。 

◆生活習慣病予防のための行動を実践しましょう 

〈中間評価〉 

朝食を毎日食べている人は、小学生、中学生、市民の全ての世代において減少している状況です。 

 

 

妊娠期 

食事や生活習慣の見直しで安心した 

マタニティライフを目指しましょう 

乳幼児期 

生活リズムを整え、食への 

興味を持ちましょう 

学童期 

生活リズムを確立し、食に関する 

体験活動に参加しましょう 

青年期 

食育への関心を高め、食の選択能力 

を身につけましょう 

壮年期 

ワークライフバランスを見直して家庭を 

中心とした食育を実践しましょう 

中年期 

生活習慣病予防のための 

食生活を実践しましょう 

壮年期 

適正体重を維持し生活習慣病の重症化予防に 

努め、食べることを楽しみましょう 

〈ライフステージ別の取り組み目標〉 

◆朝食を毎日食べましょう 
朝食でエネルギーを補給して、元気な 1 日をスタートしましょう！ 

 

普段の生活に＋αを！ 

 

 

 

野菜＋1 皿   咀嚼＋10 回  運動＋10 分 

ステップ 1 ▶▶▶ 

時間がない、食欲がないなど、 

朝ごはんを食べる習慣がない人 

 

いつもより早く寝て、 

早く起きて何か食べましょう！ 

 

 

バナナ・おにぎり、ヨーグルトなど 

朝ごはんを食べることに慣れた人、

ご飯やパンだけ食べている人 

 

2 種類以上の食品を 

組み合わせて食べましょう！ 

 

 

ご飯と納豆、パンと卵など 

ステップ 2 ▶▶▶ ステップ 3 ▶▶▶ 

〈生活習慣病予防のために行動を実践している人〉 

以上 

以上 
以上 

以上 
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83.0%

97.6%
90.0%

策定時 現状値 目標値

栽培体験の実施

85.4%

43.9%

90.0%

策定時 現状値 目標値

料理体験の実施

75.6%

44.6%

80.0%

策定時 現状値 目標値

作りすぎない人

62.9%

27.8%

68.0%

策定時 現状値 目標値

83.2%

24.7%
12.9%

66.9%
53.4% 43.2%

89.8%

26.6%
16.3%

79.5%
71.8%

56.3%
18.0%

72.0%

カテゴリ 1 カテゴリ 2 カテゴリ 3 カテゴリ 4

〈食の安全・安心に関する取り組みをする人〉

策定時 現状値 目標値

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 6 食の安全・安心のための食育の推進 

消費期限・賞味 

期限の確認 

栄養成分表示 

の確認 

アレルギー表示 

の確認 

食事前の手洗い 食品の 

保存方法 

調理器具の 

洗浄や消毒 

施策 5 食の循環や環境に配慮した食育の推進 

〈学校・保育所・認定こども園での食育体験活動の実施〉 

〈食品ロス削減のための取り組み〉 

〈中間評価〉 

学校・保育所・認定こども園での食育

体験活動については、野菜等の栽培体験

は増加し、目標を達成している状況です

が、料理体験については、大幅に減少し

ていました。 

また、食品ロス削減のための取り組み

については、減少していました。 

 

〈中間評価〉 

アレルギー表示を確認する人や食事の前に手洗いをする人も増加し、中間目標を達成している状況です。 

◆アレルギー表示を確認しましょう ◆食中毒を予防しましょう 

◆食品ロスの削減に取り組みましょう 
①作りすぎない：冷蔵・冷凍保存を活用したり、別料理にアレンジを！ 

②野菜の廃棄を減らす：野菜は皮ごと使ったり、野菜くずをたい肥化する 

③食べ残しをしない：外食やテイクアウトでは、食べきれる量を注文・購入 

④買いすぎない：買い物リストを作るなど工夫して、必要な物・量のみ購入 

 

〈国内の食品ロス量〉 

約 113g/日・人 

≒おにぎり 1 個分 

令和元年度食料需給表より 

食物アレルギーには様々な症状があり、症状に
よっては命にかかわる場合もあります。 
食物アレルギーを持つ人だけでなく、周囲の人
もアレルギー表示を確認しましょう。 
 
○表示義務の食材 

卵・乳・小麦・えび・かに・そば・落花生 

野菜の廃棄を少なくする 

工夫をする人 

85.0%
69.5%

策定時 現状値

82.2%

60.5%

策定時 現状値

食べ残しをしない人 買いすぎない人 

原材料名
を確認！ 

（厚生労働省ホームページより） 

以上 
以上 

以上 
以上 

以上 

以上 
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27.9%

66.2%

33.0%

策定時 現状値 目標値

11 9.3
12

策定時 現状値 目標値

中学生

10.2 10.2

12

策定時 現状値 目標値

小学生

58.7% 49.0%
64.0%

策定時 現状値 目標値

市民

33.8%
26.4%

7.4%
1.0%

10.1%
18.6% 24.7%

63.3% 64.7%
52.6%

70.3%
81.4% 77.1%

68.5%

1.6% 5.4%

37.7%
23.1%

6.2% 1.5% 0.4%

カテゴリ 1 カテゴリ 2 カテゴリ 3 カテゴリ 4

〈新型コロナウイルス感染症による食環境の変化〉

増加 変化なし 減少

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

52.2%

82.8%

57.0%

策定時 現状値 目標値

施策7 生産者と消費者の交流の促進と地産地消の推進 

施策 8 共食の推進 

その他 新型コロナウイルス感染症と食環境に関する現状 

自宅で食事を

作る機会 

惣菜やテイク

アウトの利用

回数 

家 族 や 身 近

な 人 と の 食

事回数 

食育に関する講

座やイベントへ

の参加回数 

オンライン等

非対面での情

報の入手回数 

栄養バランス

のとれた食事

の回数 

食 や 健 康 に

関する意識 

〈中間評価〉 

生産者と消費者の交

流に関心のある人や地

産地消に取り組んでい

る人は策定時より増加

し、目標値を達成してい

る状況です。 

〈中間評価〉 

小学生の共食回数は策定時と変わらず、中学生は策定時よ

り減少している状況です。 

また、市民においても共食の機会が減少している状況です。 

 

〈1 週間当たりの共食回数〉 〈週 10 回以上共食の機会がある人〉 

回 回 

回以上 
回 回 

回以上 

〈中間評価〉 

自宅で食事を作る機会や惣菜やテイクアウトの利用回数が増加した一方で、誰かと一緒に食事をする回数や

講座・イベントへの参加が減少している状況です。 

 

〈生産者と消費者の交流に関心のある人〉 〈地産地消に取り組んでいる人〉 

◇生産者と消費者が互いに交流し、地産地消に取り組みましょう 

◆家庭や地域で共食の機会を持ちましょう 

◆ホームページや SNS 等のインターネットを活用しましょう 

・直売所やスーパー等の生産者コーナーの利用 
・産地を確認し、国産や県内産のものを選ぶ  など 

食卓はコミュニケーションの場でもあり、誰か
と一緒に食べることで、食事のマナーや料理に
ついての関心が高くなり、 
楽しくおいしく食べること 
ができます。 

・自宅での食事を作る際のレシピの検索 
・食や健康に関する情報の入手、オンライン講座等への参加 
・食育に関する講座やイベント情報の入手  など 

〈市ホームページ〉 〈市公式 LINE〉 

以上 
以上 

以上 
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（保育所・認定こども園） 
 

◎野菜の栽培体験 

畑やプランターでの野菜 

の栽培・収穫を実施 

◎クッキング 

栽培した野菜を使用した調理や梅干し作り、

みそ作りなどのクッキングを実施 

◎食育講座 
園の栄養士による栄養素の話や食事のマナー
についての講話や食に関するクイズ・ゲーム
等を実施 

 
 
 
 
 
 

◎食育通信 
給食だより等を通じて旬の食材や給食の様子
などを保護者へ発信 

 
 
 
 
 

 

～これまでの食育の取り組み事例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（島原市食育推進会議） 
 

◎食育講座 

市内の各種団体が協働して調理実習や野菜の

栽培等食育に関する体験を行う講座を実施。 
  

学校・栄養士会・食生活 

改善推進員が協働で 

ヘルシークッキング教室 

 を開催（令和 4 年度実施） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（島原市医師会） 
 

◎学校医活動 

市内小学生を対象に、成長曲線の評価による

栄養状態の評価を実施 

 

 
 
 
 
 
 
 

（島原南高歯科医師会） 
 

◎長崎県歯科医師会ホームページでの情報提供 

長崎県歯科医師会ホームページで「歯について

学ぼう 8020TV」や「お口の健康パンフレット

配布中」で食育を含めたお口の情報を紹介 
 

（長崎県歯科医師会ホームページ） 
https://www.nda.or.jp 

 
 
 
 （小学校・中学校） 

 
◎残食を減らす取り組み 

残食を減らすための声かけを行ったり、残食 

ゼロの学級へ賞状を渡し、残食ゼロへの意欲 

付けを行うなどの取り組みを実施 

◎総合的な学習の時間「実りプロジェクト」 

湯江小学校では、3～6 年生を対象に栽培活動

を通して植物の成長や収穫の喜びを味合わ

せ、自然や命あるものを大切にしていこうと

する態度を育てる学習を実施 

◎食に関する指導 
食事の重要性、心身の健康、食品を選択する 
能力、感謝の心、社会性、食文化を資質・能
力として育成するために、栄養教諭による訪
問指導を実施 

◎ホームページでのレシピ紹介 
第四小学校の育友会の活動にて「我が家の 
レシピ」を募集し、学校ホームページで紹介 

 
（島原市立第四小学校ホームページ） 

https://4sho.shimabara-edu.com 
 

（島原市食生活改善推進員協議会） 
 

◎親子料理教室 

料理の楽しさをはじめとする食育 5 つの力を

伝え、実践する力を育むことを目的に、学校

等で親子で料理する機会を提供 

◎朝ごはんレシピ集の作成 

朝食摂取の向上を目的に、協議会内で「朝ご

はんレシピコンテスト」を 

行い、集まったレシピを 

もとに、レシピ集を作成し、 

公民館等で配布 （朝ごはんレシピ集） 

（島原白山地区子ども食堂） 
 

◎キッズキッチン 

市母子寡婦福祉会と白山地区 

食生活改善推進員の協力者で 

月に 1 回体験型の子ども食堂 

を開催し、子どもの共食の機 

会を提供 

 

 

 

 

（写真提供：島原白山地区子ども食堂） 

（写真提供：ありあけ幼稚園） 

（ヘルシークッキング教室の様子） 



- 7 - 

 

③ 食育の推進体制 

食育は、健康づくりや教育、食文化の継承、地産地消など多岐の分野にわたります。多様な団体や機

関と連携し、計画を推進します。本市では、食育を総合的かつ計画的に推進するため、「島原市食育推進

会議」を設置し、計画の推進状況を把握し、計画の効果や成果等の評価を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：令和 5 年 3 月 

発 行：島原市福祉保健部保険健康課  

〒855-8555 島原市上の町 537 番地   

電話 0957-64-7713（島原市保健センター） 

個人や家庭、地域でできることから少しずつ 

食育に取り組んでいきましょう！ 

 

豊かな自然の恵みを生かす、元気で楽しい食のまち、しまばら 

生産・流通・食品関連団体 

市民（消費者） 

市民（家庭） 

医療・保健・福祉関係者 
 

保育所・認定こども園・学校 

地域・ボランティア団体 

行政 

食育推進会議 

 

・生産者と消費者の交流 

・地産地消の推進 

・食育体験活動の充実 

・親子料理教室 

・男性料理教室 

・郷土料理教室 

・食育イベント など 

・給食を活用した食育の実施 

・食に関する体験活動の充実 

・健康に関する情報の提供 

・健康に関する啓発活動 

・食育推進のための環境整備 

農業・漁業・商業関係者 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuNHHGzGpU1QwApgmU3uV7/SIG=132lhgjml/EXP=1416371782/**http:/blogimg.goo.ne.jp/user_image/23/43/515ea12bf4d64d54389588829f8f3efe.jpg

